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１．概要 

 Ｍａｃｒｏ８０２８（以下Ｍ８０２８と記す）はＥＣ－ＮＥＴに接続する非絶縁ディジタル入出力モジュールです。 

 高いリアルタイム性、信頼性を持ったＥＣ－ＮＥＴを使用し、１６点の接点情報の読み取り、１６点の駆動が可能になりま

す。ＥＣ－ＮＥＴの通信線は２本（１ペア）なので、省配線が可能です 

 外形は１０３．５ｍｍ×５８．０ｍｍと省スペースです。 

 接点、負荷の電源電圧は１２Ｖから２４Ｖと広範囲に対応しており、負荷は１００ｍＡまでシンク可能です。 

 また接点及び負荷はそれらの両端をＭ８０２８に接続する形式となっていますので、外部での分岐接続が不要です。 

 端子台タイプは、被覆を剥いた電線を挿入するのみですので、圧着工具が不要です。 

２．仕様 

表 ２-１ 仕様一覧 

ＥＣ－ＮＥＴインターフェース部 

コントローラ ＴＭＣ２００７０Ａ（スタンダードマイクロシステムズ社製） 

コネクタ 

インターフェース用：７ｐｉｎ ※２ 

   Ａタイプ：２３３－１０７（ＷＡＧＯ社製） 

   Ｂタイプ：Ｂ７Ｂ－ＸＨ－Ａ（日本圧着端子製造社製） 

通信ボーレート ２．５Ｍｂｐｓ ＣＭＩ符号 

  

ディジタル入力ポート部  

点数 １６点 非絶縁 ※１ 

入力信号 
接点入力 

ＯＮ時電流１．０～１．２［ｍＡ］（５［Ｖ］±５％） 

コネクタ 

入力ポート用：１６ｐｉｎ ※２ 

   Ａタイプ：２３３－１１６（ＷＡＧＯ社製）×２ 

   Ｂタイプ：Ｂ１６Ｂ－ＸＨ－Ａ（日本圧着端子製造社製）×２ 

電源用：２ｐｉｎ ※２ 

   Ａタイプ：２３３－１０２（ＷＡＧＯ社製） 

   Ｂタイプ：Ｂ２Ｂ－ＸＨ－Ａ（日本圧着端子製造社製） 

 

ディジタル出力ポート部  

点数 １６点 非絶縁 ※1 

出力信号 オープン・コレクタ 最大電流１００［ｍＡ］ 

外部電源 １２～２４［Ｖ］ ±５％ 

コネクタ 

出力ポート用：１６ｐｉｎ ※２ 

   Ａタイプ：２３３－１１６（ＷＡＧＯ社製）×２ 

   Ｂタイプ：Ｂ１６Ｂ－ＸＨ－Ａ（日本圧着端子製造社製）×２ 

電源用：２ｐｉｎ ※２ 

   Ａタイプ：２３３－１０２（ＷＡＧＯ社製） 

   Ｂタイプ：Ｂ２Ｂ－ＸＨ－Ａ（日本圧着端子製造社製） 

  

共通事項  

電源 
ＤＣ ＋５Ｖ ±５％（通信コネクタより給電） 

７８ｍＡ（入出力全点ＯＦＦ時） １５４ｍＡ（入出力全点ＯＮ時） 

使用条件 

温度：０～６０℃ 

湿度：３０～８５％ 

雰囲気 腐食性ガスを含まない大気中 

基板寸法 １０３．５ＷＸ５８．０Ｈ ｍｍ 

 ※１．点数が８点の物も指定可能です。 

 ※２．Ａタイプ：端子台   Ｂタイプ：コネクタ 
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３． 外形図 

 図 ３-１と図 ３-２に外形寸法と端子台またはコネクタの実装位置を示します。 
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（単位はｍｍ） 

図 ３-１ Ａタイプ（端子台）の外形とコネクタ位置 
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（単位はｍｍ。未記入の寸法はＡタイプと同じ。） 

図 ３-２ Ｂタイプ（コネクタ）の外形とコネクタ実装位置 
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表 ３-１ 使用コネクタ 

コネクタ番号 名称 極数 

Ａタイプ（端子台） 

型名 

（メーカ：ＷＡＧＯ社） 

Ｂタイブ（コネクタ） 

型名 

（メーカ：日本圧着端子製造社） 

ＣＮ１ 通信コネクタ ７ ２３３－１０７ Ｂ７Ｂ－ＸＨ－Ａ 

ＣＮ２ 
ディジタル出力コネクタ 

（ＤＯ８～ＤＯ１５） 
１６ ２３３－１１６ Ｂ１６Ｂ－ＸＨ－Ａ 

ＣＮ３ 
ディジタル出力コネクタ 

（ＤＯ０～ＤＯ７） 
１６ ２３３－１１６ Ｂ１６Ｂ－ＸＨ－Ａ 

ＣＮ４ ディジタル出力ポート電源コネクタ ２ ２３３－１０２ Ｂ２Ｂ－ＸＨ－Ａ 

ＣＮ５ 
ディジタル入力コネクタ 

（ＤＩ０～ＤＩ７） 
１６ ２３３－１１６ Ｂ１６Ｂ－ＸＨ－Ａ 

ＣＮ６ 
ディジタル入力コネクタ 

（ＤＩ８～ＤＩ１５） 
１６ ２３３－１１６ Ｂ１６Ｂ－ＸＨ－Ａ 
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４． ブロック図 

 

 

図 ４-１ ブロック図 
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５． ディジタル入力ポート 

５－１． 回路 

接点がＯＮ（ショート）時「１」、ＯＦＦ（オープン）時「０（ゼロ）」となります。 

入力はＣＭＯＳ－ＩＣの受取りです。 

表 ５-１に接点の状態とデータの関係を、図 ５-１にディジタル入力ポート部への接続例と内部回路を示します。 

 

表 ５-１ 接点の状態とデータ 

接点の状態 データ 

ショート １ 

オープン ０ 

 

 
図 ５-１ デジタル入力ポート回路 
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５－２． コネクタ信号表 

 表 ５-２にディジタル入力ポート・コネクタ信号表を示します。 

表 ５-２ ディジタル入力ポート・コネクタ信号表 

CN５ CN６ 

ピン番号 信号名 ピン番号 信号名 

１ ＤＩ０＋ １ ＤＩ８＋ 

２ ＤＩ０－ ２ ＤＩ８－ 

３ ＤＩ１＋ ３ ＤＩ９＋ 

４ ＤＩ１－ ４ ＤＩ９－ 

５ ＤＩ２＋ ５ ＤＩ１０＋ 

６ ＤＩ２－ ６ ＤＩ１０－ 

７ ＤＩ３＋ ７ ＤＩ１１＋ 

８ ＤＩ３－ ８ ＤＩ１１－ 

９ ＤＩ４＋ ９ ＤＩ１２＋ 

１０ ＤＩ４－ １０ ＤＩ１２－ 

１１ ＤＩ５＋ １１ ＤＩ１３＋ 

１２ ＤＩ５－ １２ ＤＩ１３－ 

１３ ＤＩ６＋ １３ ＤＩ１４＋ 

１４ ＤＩ６－ １４ ＤＩ１４－ 

１５ ＤＩ７＋ １５ ＤＩ１５＋ 

１６ ＤＩ７－ １６ ＤＩ１５－ 
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６． ディジタル出力ポート 

６－１． 回路 

 

 出力ポートは、外部電源１０．８～２６．４［Ｖ］。１点当たり１００［ｍＡ］のシンクが可能です。 

 データが「１」の時ダーリントン・トランジスタがＯＮとなり、負荷をシンク（引き込み）します、また「０（ゼロ）」のときはダーリ

ントン・トランジスタはＯＦＦとなります。電源投入時や、電源電圧低下によるリセットが発生した場合、最初の有効なパケッ

トを受信するまで、ダーリントン・トランジスタはＯＦＦとなっています。 

 Ｍ８０２８上には保護回路がありませんので、過大な電流が流れると異常な高温になる可能性があります。外部にてヒュ

ーズ等の保護素子を挿入してください。 

 表 ６-１にデータとダーリントン・トランジスタの状態の関係を、図 ６-１に接続例と内部の回路構成を示します。 

 

表 ６-１ データとダーリントン・トランジスタの状態 

データ ダーリントン・トランジスタの状態 

０ ＯＦＦ（シンクしない） 

１ ＯＮ（シンクする） 

 

 

図 ６-１ ディジタル出力ポート回路 
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６－２． コネクタ信号表 

 表 ６-２にディジタル出力ポート・コネクタ信号表、表 ６-３にディジタル出力ポート電源コネクタ表を示します。 

表 ６-２ ディジタル出力ポート・コネクタ信号表 

ＣＮ３ ＣＮ２ 

ピン番号 信号名 ピン番号 信号名 

１ ＤＯ７－ １ ＤＯ１５－ 

２ ＤＯ７＋ ２ ＤＯ１５＋ 

３ ＤＯ６－ ３ ＤＯ１４－ 

４ ＤＯ６＋ ４ ＤＯ１４＋ 

５ ＤＯ５－ ５ ＤＯ１３－ 

６ ＤＯ５＋ ６ ＤＯ１３＋ 

７ ＤＯ４－ ７ ＤＯ１２－ 

８ ＤＯ４＋ ８ ＤＯ１２＋ 

９ ＤＯ３－ ９ ＤＯ１１－ 

１０ ＤＯ３＋ １０ ＤＯ１１＋ 

１１ ＤＯ２－ １１ ＤＯ１０－ 

１２ ＤＯ２＋ １２ ＤＯ１０＋ 

１３ ＤＯ１－ １３ ＤＯ９－ 

１４ ＤＯ１＋ １４ ＤＯ９＋ 

１５ ＤＯ０－ １５ ＤＯ８－ 

１６ ＤＯ０＋ １６ ＤＯ８＋ 

 

表 ６-３ ディジタル出力ポート電源コネクタ表 

ＣＮ４ 

ピン番号 信号名 

１ ＤＯＣＯＭ＋ 

２ ＤＯＣＯＭ－ 

 

 

 

 

７．通信コネクタ 

７－１．コネクタ信号表 

 通信コネクタの信号は、表 ７-１の通りとなっております。 

表 ７-１ 通信コネクタ信号表 

ＣＮ１ 

ピン番号 信号名 備考 

１ ＳＤ＋ 通信線＋ 

２ ＳＤ－ 通信線－ 

３ ＧＮＤ グランド 

４ ＋５Ｖ 
電源を接続してください。 

＋５［Ｖ］±５％ 

５ ＧＮＤ グランド 

６ ＳＤ＋ 通信線＋ 

７ ＳＤ－ 通信線－ 
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７－２．通信線の接続 

 通信コネクタの接続例を示します。 

 最大ノード数は３１以下のバス接続となります。ノードＩＤ＝１はクロック・マスタの必要がありますのでＭ８０２８、Ｍ８０２７

等の接続台数は３０となります。 

 ネットワークの両端には終端抵抗を接続します。ケーブルのインピーダンスと同一の抵抗値の抵抗を接続してください。

また弊社ＥＣ－ＮＥＴ ＰＣＩボードＭａｃｒｏ５６２７には、１００Ωの終端抵抗が実装されております。 

 

図 ７-１ 通信線の接続 
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ＳＤ－

ＳＤ＋

ＧＮＤ

＋５Ｖ

ＧＮＤ

ＳＤ－

ＳＤ＋

ＣＮ１

外部電源

ＤＣ＋５Ｖ
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終端抵抗※

※ 終端抵抗とケーブルのインピーダンスは同じ値にする必要があります。弊社製ＥＣ－ＮＥＴ
ＰＣＩカードＭａｃｒｏ５６２７内では１００Ωの終端抵抗を実装しております

１００Ω
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８．スイッチ設定 

 本ボードには以下の設定機能があります。図 ８-１にスイッチ（Ｓ１）の位置を示します 

 

８－１．ＭＡＸＩＤ設定スイッチ（ＭＡＸＩＤ［4：0］） 

 ＥＣ－ＮＥＴでの最大ノード番号を設定するディップ・スイッチです。ＯＮで０（ゼロ）です。 ネットワークに参加する最も

大きなノードＩＤを設定して下さい。 

 ＭＡＸＩＤ＝３１はダイアグモードで使用するため設定不可能です。工場出荷時の設定は２となっています。 

 

８－２．ノードＩＤ設定スイッチ（ＮＩＤ［4：0］） 

 ＥＣ－ＮＥＴでのノード番号を設定するディップ・スイッチです。ＯＮで０（ゼロ）です。 

 ＮＩＤ＝０、１、３１と、最大ノードＩＤ（ＭＡＸＩＤ）より大きなＩＤ値の設定は行わないで下さい。工場出荷時の設定は２となっ

ています。 

 

 

図 ８-１ スイッチの位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８-２ スイッチの設定 
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９．ＴＭＣ２００７０Ａの設定 

９－１． 動作モード 

 Ｍ８０２８は、ＴＭＣ２００７０Ａをスタンドアロン・モードで使用しています。 

 

９－２． ネットワーク・スタンダード・タイム（ＮＳＴ） 

 ネットワーク・スタンダード・タイム（以下ＮＳＴ）は１６ｂｉｔのフリーラン・カウンタで、各ノードはクロック・マスタ・ノード（以下

ＣＭノード）からのパケットを受信する度に時刻の補正を行います。すなわちネットワーク上の全てのノードが、共通の標

準時刻を共有する機能で、ノード同士の位相誤差を最良の場合で１００μｓ程度に収めることが出来ます。 

 Ｍ８０２８では、カウント・スピードを以下のように設定しています。 

 

表 ９-１ カウント・スピード設定値 

分解能 最大時間 

２５．６ μs １．６８ｓ 

 

 ＮＳＴの時刻同期を行うには、ネットワーク上でクロック・マスタになるノード、すなわちクロック・マスタ・ノード（ＣＭノード）

を１つだけ決める必要があります。 

 Ｍ８０２８では、CMノード（ＣＭＩＤ）を１に設定してあります。 

 

９－３．ページ・サイズ 

 EC－NETでは各ノードがネットワーク上の全ノードＩＤに対応したページをもっています。 

 Ｍ８０２８では、１パケットあたりのページサイズが、３２バイトとなっています。 

 詳細は「ＴＭＣ２００７０Ａ Ｄａｔａ Ｓｈｅｅｔ」をご参照下さい。 

 

９－４．送信パケット  

 

９－４－１．送信タイミング 

 M８０２８は、入力ポートの内容をブロード・キャスト・パケットとして送信する機能をもっています。パケット送信は次の何

れかの方法で自動的に起動します。 

（１） 自分宛パケットを CRC エラー等が無く正常に受信したとき。 

（２）１０８．４ｍｓ周期 

 

９－４－２．送信パケットの内容 

 表 ９-２に送信用パケットの内容を示します。 

表 ９-２ 送信パケットの内容 

オフセット（ＨＥＸ） ニーモニック 値 備考 

０ ＳＩＤ ＮＩＤ 
ディップスイッチＳ１で設定されるネットワークＩＤが入る。 

上位（ビット７～５）は０（ゼロ）。 

１ ＤＩＤ ０ ０（ゼロ）固定 

２ ＣＰ １Ｃ（ＨＥＸ） １Ｃ（ＨＥＸ）固定 

３    

～ 

 不定 不定です。 

１Ｂ    

１Ｃ ＤＡＴＡ０ ＤＩ［７；０］ ディジタル入力ポート（ＤＩ７～ＤＩ０）の値が入ります。 

１Ｄ ＤＡＴＡ１ ＤＩ［１５：８］ ディジタル入力ポート（ＤＩ１５～ＤＩ８）の値が入ります。 

１Ｅ ＮＳＴ［７：０］ ＮＳＴ［７：０］ 本ボードのＮＳＴが入ります。 

１Ｆ ＮＳＴ［１５：８］ ＮＳＴ［１５：８］ 本ボードのＮＳＴが入ります。 
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９－５． 受信パケット 

 受信したパケットの内容を出力ポート端子へ出力します。ただしむやみに出力ポートの内容を更新しないよう、受信パケ

ットのフォーマットには以下に示す制限事項があります。 

 

（１） パケットが自分宛（ＤＩＤ＝ＮＩＤ）であること。 

（２） オフセット１Ａ（ＨＥＸ）、１Ｂ（ＨＥＸ）のデータ（ＤＡＴＡ１）と、１Ｃ（ＨＥＸ）、１Ｄ（ＨＥＸ）のワード・データ（ＤＡＴＡ２）の

内容が一致すること。 

（３） 注．最終２バイトはリザーブ・エリア００（ＨＥＸ）を指定すること 

 上記条件を満たし、かつＣＲＣエラー等の無い正常な受信であったとき、出力用ラッチへワード・データがラッチされま

す。 

表 ９-３ 受信パケットのフォーマット 

オフセット（ＨＥＸ） ニーモニック 値 備考 

０ ＳＩＤ ＮＩＤ 送信元のＮＩＤ 

１ ＤＩＤ ００ 本ボードのＮＩＤ 

２ ＣＰ １Ａ（ＨＥＸ） オフセット１Ａからデータ 

３    

～ 

  空き。値は無視します。 

１９    

１Ａ ＤＡＴＡ１－Ｌ Ｄ０［７：０］ 
ディジタル出力ポート（ＤＯ７～ＤＯ０）の値を入れます。 

オフセット：１Ｃ（ＨＥＸ）のデータと同じ値である必要があります。 

１Ｂ ＤＡＴＡ１－Ｈ Ｄ０［１５：８］ 
ディジタル出力ポート（ＤＯ１５～ＤＯ８）の値を入れます。 

オフセット：１Ｄ（ＨＥＸ）のデータと同じ値である必要があります。 

１Ｃ ＤＡＴＡ２－Ｌ Ｄ０［７：０］ 
ディジタル出力ポート（ＤＯ７～ＤＯ０）の値を入れます。 

オフセット：１Ａ（ＨＥＸ）のデータと同じ値である必要があります。 

１Ｄ ＤＡＴＡ２－Ｈ Ｄ０［１５：８］ 
ディジタル出力ポート（ＤＯ１５～ＤＯ８）の値を入れます。 

オフセット：１Ｂ（ＨＥＸ）のデータと同じ値である必要があります。 

１Ｅ ＲＳＶ ０ 予約。０（ゼロ）にして下さい。 

１Ｆ ＲＳＶ ０ 予約。０（ゼロ）にして下さい。 

 

９－６． タイマ 

 ＥＣ－ＮＥＴのネットワーク内の各々のノードは、次の３種類のタイマによって管理されています。 

 M８０２８では以下のように各タイマを設定しています。 

 

表 ９-４ タイマ設定値 

レスポンス・タイマ アイドル・タイマ リコンフィグレーション・タイマ 

７４．６ μｓ ８２ μｓ ５２ｍｓ 

 

 

各タイマの意味： 

① レスポンス・タイマ（７４．６ μｓ） 

 次のノードへトークンまたはＦＢＥを送信した場合、そのトークンを受けたノードが何等かの動作を起こす

ことを確認するためのタイマです。 

② アイドル・タイマ（８２ μｓ） 

 必ずどこかのノードが、ネットワークの使用権を持つようにコントロールしているタイマです。 

③ リコンフィグレーション・タイマ（５２ｍｓ） 

 ネットワークのデッドロックを防いでいるタイマです。 

 詳細は「ＴＭＣ２００７０Ａ Ｄａｔａ Ｓｈｅｅｔ」をご参照下さい。 
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１０．特殊仕様 

 標準品以外に、下記の項の変更が可能です。 

 弊社営業にお問い合わせ下さい。 

 

１０－１．水晶発振子 

 標準では、２０ＭＨｚの水晶発振子を使用していますが、以下の水晶発振子に変更することができます。 

 ・１６MHz 

 ・３２MHz 

 ・４０MHz 

 

１０－２．転送速度 

 表 １０-１に示す通り水晶発振子と、実装部品（ジャンパ設定）を変更することによって転送速度を変更することができま

す。（工場出荷時オプション） 

 

表 １０-１ 転送速度 

１６ＭＨｚ 水晶発振子 ２０ＭＨｚ 水晶発振子 ３２ＭＨｚ 水晶発振子 ４０ＭＨｚ 水晶発振子 

２．０Ｍｂｐｓ 

１．０Ｍｂｐｓ 

５００Ｋｂｐｓ 

２５０Ｋｂｐｓ 

１２５Ｋｂｐｓ 

６２．５Ｋｂｐｓ 

２．５Ｍｂｐｓ 

１．２５Ｍｂｐｓ 

６２５Ｋｂｐｓ 

３１２．５Ｋｂｐｓ 

１５６．２５Ｋｂｐｓ 

７８．１２５Ｋｂｐｓ 

４．０Ｍｂｐｓ 

２．０Ｍｂｐｓ 

１．０Ｍｂｐｓ 

５００Ｋｂｐｓ 

２５０Ｋｂｐｓ 

１２５Ｋｂｐｓ 

５．０Ｍｂｐｓ 

２．５Ｍｂｐｓ 

１．２５Ｍｂｐｓ 

６２５Ｋｂｐｓ 

３１２．５Ｋｂｐｓ 

１５６．２５Ｋｂｐｓ 

 ※標準では、２０ＭＨｚ 水晶発振子を使用し、２．５Ｍｂｐｓに設定しています。 

 

１０－３．送信トリガー設定 

 送信イベント発生（送信トリガー）を変更することができます。 

（1）自分宛パケット受信後と、タイマ設定 

（2）自分宛トークン受信後 

（3）外部トリガー （ワード・データ保証） 

 タイマについては表 １０-２に示す通りに設定できます。 

 詳細は「ＴＭＣ２００７０Ａ Ｄａｔａ Ｓｈｅｅｔ」をご参照下さい。 

 

表 １０-２ タイマ設定による送信周期 

４０ＭＨｚ 水晶発振子 ２０ＭＨｚ 水晶発振子 ３２ＭＨｚ 水晶発振子 １６ＭＨｚ 水晶発振子 

１．６ｍｓ 

３．３ｍｓ 

６．６ｍｓ 

１３．１ｍｓ 

５２．４ｍｓ 

３．３ｍｓ 

６．６ｍｓ 

１３．１ｍｓ 

２６．２ｍｓ 

１０８．４ｍｓ 

２．０ｍｓ 

４．１ｍｓ 

８．２ｍｓ 

１６．４ｍｓ 

６５．６ｍｓ 

４．１ｍｓ 

８．２ｍｓ 

１６．４ｍｓ 

３２．８ｍｓ 

１３１．２ｍｓ 

 ※(標準では、２０ＭＨｚ 水晶発振子を使用し、（1）の設定でタイマは、１０８．４ｍｓにしています。) 
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１０－４．ディジタル入出力ポート 

 ディジタル入出力ポートの点数を８点にすることができます。 

 

１０－５．タイマ 

 レスポンス・タイマ、アイドル・タイマ、リコンフィグレーション・タイマを表 １０-３のように変更することができます。 

 

表 １０-３ タイマ 

レスポンス・タイマ アイドル・タイマ リコンフィグレーション・タイマ 備考 

７４．６ μｓ ８２ μｓ ５２ｍｓ 標準設定 

２９８．４ μｓ ３２８ μｓ １０４ｍｓ  
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１１．結線方法 

 

１１－１．Ａタイプ（端子台）の結線方法 

 ドライバー等を差込み（①）、クランプが開いた状態で電線を挿入します（②）。ドライバーを引き抜けば自動的に電線は

固定されます。 

 適用電線は０．０８～０．５ｍｍ２（ＡＷＧ２８～２０）の単線、より線、線端を超音波融着したより線、ピン・ターミナル、フェル

ールを圧着したより線です。電線の被覆を剥く長さは５ｍｍ程度です。 

 

図 １１-１ 端子台への接続方法 

 

１１－２．Ｂタイプ（コネクタ）の結線方法 

 

 Ｂタイプに適合するコネクタ・ハウジングはＸＨＰ－ｎ（ｎは極数）／日本圧着端子製造社製です。 

 コンタクトはＳＸＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６Ｎ、ＳＸＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６、ＳＸＨ－００２Ｔ－Ｐ０．６等があります。詳細は日本圧着

端子製造社のカタログでご確認願います。 

表 １１-１ コンタクトと適用電線 

適用電線導体 
型番 

ｍｍ２ ＡＷＧ 
被覆外形（ｍｍ） 備考 

ＳＸＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６Ｎ ０．１３～０．３３ ２６～２２ １．３～１．９ 低勘合力 

ＳＸＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６ ０．０８～０．３３ ２８～２２ １．２～１．９  

ＳＸＨ－００２Ｔ－Ｐ０．６ ０．０５～０．１３ ３０～２６ ０．９～１．３  

 

 

 

 

① 

② 

5mm 


